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第一部　事業報告（本編）

1　事業の目的

本事業は、過疎化が進むことにより山林の保全や伝統芸能の継承が危ぶまれている山村の現状に対して、都会の市民が協働し双方の地域資源を開発して新しいライフスタイルを創造するためのネットワークを形成する交流事業をモデル開発し、そして本事業の成果を教訓化することで、全国で同じ悩みを抱えている山村地域への事例提供となることを目的として実施した。

閉鎖された旧小学校校舎の活用、山村の人材・自然・文化など地域資源の開発活用、協働する都会側における団塊世代の参加活用、大学など教育機関や企業の参画などを軸にして本事業を組み立て、ネットワークの形成にあたっては、地元山村側の受け入れネットワーク形成、都会側の参加者募集・組織化のネットワーク形成、そしてその両者が協働するネットワークを形成することを目的とした。

2　実施の経過

2-1　準備・発足

事業の申請主体である（特）ボランタリーネイバーズと推薦自治体である愛知県、東栄町及び地元住民関係者の三者で事業実施期間が短い中でなおかつ成果を残すために事業の基本計画・推進体制について意見調整した。また、前年度愛知県が行った北設楽郡の実態調査結果、森林の健康影響調査（日本園芸福祉普及協会）などを検討した。

内閣府との事業契約日が定まらないが、事業の準備期間の必要性を勘案し、11月25日に第1回実行委員会を開催した。以降、第2回実行委員会は山村地元側と都会側それぞれで開催し、第3回実行委員会は事業終了後の3月21日に開催した。

11月25日の第1回実行委員会において、実行委員会の設置を決め、山と都会の協働で運営することとし、事業の基本計画・推進体制・日程を議論し、①地域資源の活用にあたっては、旧中設楽小学校校舎を中心としつつも東栄町の地域資源を出来るだけ開発し活用すること、②講座の種類（テーマ）としては、「健康講座」と「花祭講座」としそれぞれ3回程度実施すること、③座学・実習・体験の参画型講座とし交流を組み込むこと、④山村地元の受け入れ体制づくりと都会側の参加者募集の仕組みづくりをそれぞれで推進すること、⑤そしてそのそれぞれのネットワークの合同・協働体制を実行委員会として形成すること、⑥本事業が継続・継承されることに最も留意すること等を基本確認し、⑦役員体制（実行委員会の、連絡体制などを決めた。

2-2　展開

講座参加者の募集活動は、①マスメディアと連携すること、②都市への地元山村出身者を掘り起こすこと、③文芸活動や学術研究関係者と連携すること、④団塊世代については企業関係へアプローチすること、⑤子ども達は大学から小中学校まで幅広く対象とすること、を念頭に広報活動を展開した。しかし、なかなか大海に網を打つようで、行動への引き出しがむつかしく、都会において人の目に付く具体的な企画を実施する必要性から、「特別企画」を3回実施し、広報活動・募集活動の軸作りを行った。

こうした結果、相乗効果が表れ、確認できた分だけで、新聞・タウン誌で16回、テレビで3回で放送され、山村の過疎化問題、伝統文化継承の危機などについて社会的な関心を呼ぶこととなった。

地元においては、東栄町役場を軸とし、講座の受け入れ先や講師・指導者の確保、日程の検討、宿舎の確保、そして事業の継続を考えてまちづくりに積極的な市民活動団体の参画などを求めて体制づくりを進めた。この結果、多様な主体が参加した地元の実行委員体制が出来た。

講座は、12月9・10日の第1回「健康講座」を皮切りに3月3・4日の「健康」「花祭」両講座が合流する第3回講座まで合計6回開催した。特別企画を含めた講座参加者は368名（山村81、都会287）で、メンバー含めると447名（山村124、都会323）だった。

第3回実行委員会の結果、本事業継承のため、今回の参加者によびかけ、「花祭の里交流ファンクラブ」を結成し、官と民、山と都会の協働で四季を通じた交流事業を企画することを決めた。愛知県においても交流事業の継承を実施することとなっている。

2-3　実施日程

平成18年11月25日


第1回実行委員会（基本計画・推進体制の決定）

平成18年11月29日


内閣府と業務契約

平成18年12月9・10日
第1回「健康」講座実施

平成18年12月17日


第1回特別講座「花祭映像と講演会」実施

平成19年1月　日


第2回実行委員会（都市部）実施

平成19年1月　日


第2回実行委員会（山村地元部）実施

平成19年2月6日


第2回特別講座「70年前の花祭映像見る会」実施

平成19年2月10・11日
第1回「花祭」講座実施

平成19年2月17・18日
第2回「健康」講座実施

平成19年2月24・25日
第2回「花祭」講座実施

平成19年3月3・4日

第3回「健康」講座実施

平成19年3月3・4日

第3回「花祭」講座実施

平成19年3月21日


第3回実行委員会（事業の反省、総括。事業継承の検討）

3　実施概要
3-1　基本計画
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3-1-1　事業概要図
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3-1-2　事業日程
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3-2　ネットワーク形成

3-2-1　広報活動

≪事業周知及び講座参加者募集のよびかけ先と方法≫

■情報発信手段は、実行委員及び所属組織を活用し、面談、電話、手紙、郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、ホームページなどで周知した。

講座の案内は、「健康講座コース」「健康・花祭両方掲載のもの」「特別企画（各回）」の紹介募集内容のチラシ及びポスターを断続的に作成し、広報した。

· ネイバーズから発信するインターネットアドレス件数




· 団体・メーリングリスト・個人およそ3000件

· チラシ及びポスター

· チラシ

· 「健康講座コース」（3000部）、「健康・花祭両方掲載のもの」（6000部）、「特別企画（1回目）」（3000部）、合計12000部

· ポスター

· 「健康講座コース」（150部）、「健康・花祭両方掲載のもの」（150部）、「特別企画（各回）」（12/17を100部）合計400部

■よびかけ先・広報先

Ａ
マスメディア



○新聞メディアの中日、朝日、毎日、読売、日経のほか、地方紙名古屋タイムズ、タウン誌など。

○テレビメディアのＮＨＫ、ＣＢＣ、東海テレビ、中京テレビ、名古屋テレビ、テレビ愛知、スターキャットＣＡＴＶ。ＮＨＫとＣＢＣが取材し放送。

Ｂ
大学等教育機関

○愛知大学（三遠南信地域連携センター。実行委員に参加。）、名古屋大学（産学官連携推進本部。実行委員に参加。）、愛知教育大学、南山大学（人類学博物館）、愛知県立芸術大学（美術･音楽）、名古屋芸術大学（美術・音楽）

○日比野中学（民舞クラブ。中学生20名ほどが花祭に参加することとなった。）

Ｃ
学芸文芸施設・機関・組織

○愛知県図書館、名古屋市博物館、豊橋市美術博物館、高浜市やきものの里かわた美術館

○名古屋芸能文化会、愛知民舞研究会、名古屋かすりの会、

Ｄ
東栄町・北設楽郡出身者関係

○古戸会（東栄町古戸地区出身者の組織・約250名）、北設会（北設楽郡出身の岡崎市在住者中心の組織・約200名）、東栄中学同窓生会の一部（約100名）など。

Ｅ
都市部のＮＰＯ・まちづくり団体等関係団体

○県・市町村の市民活動センター・ボランティアセンター、県内の主要ＮＰＯやボランティア団体（まちづくり・文化芸術・環境関係約100団体）、など。

○愛知県森林組合

Ｆ
企業関係

○トヨタ自動車㈱（ボランティアセンター）、㈱デンソー（ハートフルクラブ）、その他トヨタ系グループ各社（ボランティアセンター系）、中部電力㈱（地域貢献部）、㈱鹿島、など。実行委員に参加。

Ｇ
行政関係



○東海農政局、愛知県の林業、地域振興関係部局及びその連携･関係団体

Ｈ 学識者・美術者・音楽家等アーティストとの連携

○安田文吉（南山大学教授・人文学）、斎藤吾朗（独立美術協会・花祭の画家）、

■　
地元山村地域

○東栄町、森林組合、花祭保存会、花祭会館、民芸館、フォレスト御園、まちづくりＮＰＯ（ＮＰＯななさとグループ、町づくり町民の会、輝きネット、まつぼっくりの会）、千代姫荘グループ。実行委員会を構成。

3-2-2　人材発掘・組織連携

前述のような広報よびかけを行った結果、交流事業及び講座への参加者・協力者概要は以下の通り。詳細は、付属参考資料の「参加者・関係者一覧表」を参照。

【講座及び実行委員会への参加頻度】

	
	
	講座・実行委員会ほか
	講座分（特別含む）

	
	
	東栄町
	東栄町外
	東栄町
	東栄町外

	0（広報など協力
	
	7
	36
	10
	37

	1回参加
	
	11
	123
	9
	124

	2回参加
	
	3
	37
	4
	38

	3回以上参加
	
	17
	
23
	15
	20

	合計
	257
	38
	219
	38
	219


【地域分類】

	
	合計
	県外
	愛知県
	東三河

	
	
	
	名古屋市
	その他
	東栄町
	その他

	実行委員等・事務局
	39
	2
	11
	5
	18
	2

	講師・講師補助
	13
	
	
	
	13
	

	実行委員外（一般・
	185
	20
	97
	39
	7
	22

	花祭交流の中学生
	20
	
	20
	
	
	

	総合計
	257
	22
	
129
	44
	38
	24


【職業等分類】

	職業等
	
	職業等
	

	企業ボランティア・地域貢献部
	9
	子ども（小中生）
	26

	ボランティア
	7
	地元の都市への出身者
	9

	ＮＰＯ
	32
	森林組合
	8

	退職者・団塊世代・シニア層
	9
	花祭保存会
	12

	公務員
	28
	報道関係
	13

	会社員
	8
	知人関係
	
13

	学識者・専門家
	9
	地元関係者
	7

	文化芸術活動関係
	15
	その他
	40

	大学生・院生・研究科
	12
	合計
	257


3-2-3　組織化


本事業を実施するために結成した実行委員会は、事業終了とともに解散となるので、事業の発展的継承のために、基本的な構成やネットワークを維持しつつ、講座参加者や地元講師及び広報に協力して頂いた方々などが入会できる、ゆるやかで自主的なネットワーク組織｢花祭の里ファンクラブ｣（仮称）の設立を提案し、講座参加者や関係者によびかけをし、事業修了後の展望を伝え、今後の事業展開の基軸となるように取組んだが、第3回実行委員会において、正式に設立することを確認した。

このネットワーク組織ができることによって、継続的な企画の立案･実施などの取り組みが可能になる。

また、森林組合と事業期間中に個別に懇談し、林業再生に関する計画づくりや交流事業修了後の取り組みにについて意見交換し、理事会での学習会、春頃を目途にしたシンポジウム開催などを相談した。

東栄町は、事業修了後は町の事業として継承することを決め、また、愛知県でも、この事業をモデルとし、発展的な「都市との交流による山間地の活性化事業」を実施することを決めた。本事業は、モデル開発事業として実施したので、その成果を行政が継承することにより広汎な普及・活用が展望できることとなった。
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3-3　地域資源の発見・開発

当初、人的資源の開発・発見に焦点を当てていたが、自然・文化資源等その他の地域資源についても発見・再発見するケースが多かった。特に、都会側の指摘で地元が改めて気づくというケースが多かった。

こうした地域資源について、その新たな活用方法などの検討を、都会・地元山村双方が協働作業として行ったが、こうした協働作業は地域資源の効果的で実現可能な活用方法の開発のために大変有効だと思われる。

地域資源の案内書・紹介書・活用書（マニュアル等）は、現在でも東栄町や商工会､当該団体や施設でも作成され設置されているが、都会人や初めて訪れた人々、初めて体験・練習する人々には、難しかったり、情報が不足していたりした。実体験や見て、真似て覚えることを主として継承されてきた技などは、特にそうである。山と都会の双方でこうした案内・指南書を協働作成することは意味と効果がある。

今回の事業によって、双方が気づいた主な地域資源リストは下記の通りであるが、今後、双方がよりリストを充実させ、地域資源の開発活用に役立てることが山村活性化に役立つと思われる。

第1段階として、今回の事業に参加した人々のなかから継続的意思・一定の専門的な切り口などを有する人々をリストアップし、「地域資源（人材編）」として、関係者の配布し、連携・協働事業に活用することとした。（200部印刷）

今後、リストをさらに充実させ、「東栄町地域資源案内書」となるように務めることとした。（｢花祭の里ファンクラブ｣の仕事として、ホームページ上で公開していく。）

なお、地域資源を活用した交流事業の組み立ては、単一では人を引き付けることが出来ない場合、複数の地域資源を組み合わせたメニュー・プログラム作りが効果的だと思われる。

≪地元山村≫

	
	
	コメント

	
	○旧中設楽小学校（その他廃校となった校舎）
	木工作業所、リース作業所など、地元のまちづくりＮＰＯたちが参加体験型プログラムを実施できる施設にしてはどうか。

	
	○花祭会館


	花祭の紹介を行っているが、「竹笛つくり」「笛吹きや舞いの指導」など参加型のプログラムを開発してはどうか。

	
	○民芸館


	展示品の紹介資料が乏しい。

	
	○グリーンハウス（交流宿泊研修施設）


	低価格の施設として、子ども達の合宿などに使用されてきたが、少子化のなかで以前ほどの需要がない。グレードアップして、大人たち・団塊世代などが使える交流宿泊体験施設に改善すると良い。大量の都市からの参加者が出会い・交流する施設としては、最も条件を揃えていると思われる。

	
	○千代姫荘（交流宿泊研修施設）
	指定管理者制度での運営を始めているが、民間運営の柔軟さを取り入れ、交流拠点として充実させている途上である。国・県のの補助金で作られているので、グレードが高く、利用者の感想意見なども取り入れ、広報戦略を見直し宣伝すると利用者が増えると思われる。

	
	○御園フォレスト（天文台･野外体験施設）
	1000ｍの山の頂上にあり、星空を売りにすると良いと思われるが、宿泊対応出来ない施設で、勿体無い。

	
	森林
	森林の景観づくりを明るいまちづくりの観点から検討してはどうか。都市景観論があるように山林の景観論が必要。70年前の花祭を撮影した映像のなかに表れる山村の風景は、落葉樹中心の明るい風景が広がっている。木を植え風景を暗くするより、木を切って明るくしたらどうか

	
	棚田
	杉等が植樹された状態だが、棚田は、見るだけで長い年月をかけて山村の人々が営々として築き上げた苦労がわかる施設。人々のそうした長い年月の営為を体感するために、農業施設として復活させるべき。前記の明るい山の景観づくりにも有効となる。

	
	獣
	料理（店）の開発。（山村の伝統料理とともにフランス料理や中国料理などを研究開発し、ＰＲ展開するとどうか。）

	
	河川・滝（幻の滝）
	人々が山に入らなくなり、滝への道筋も無くなったとされる。昔は、山の尾根伝いの道が人々をつないでいた。そうした、古道は、今でも地元の人は知っていて使うことがあるという。復活・体験コースの検討の一部として、こうした地域資源を活用。

	
	花祭
	都会人の協力は可能。すべてを担うわけではないが、可能な一部を担うことは十分効果的である。当初のねらいであった都会人が、伝統文化や山村風景、生活、地域コミュニティ（人々のつながり）を体感することは、大変効果的であることが再確認できた。

都会の中学生が、民舞クラブ活動で花祭の舞を舞っていたが、本物・現場を見ることで、「すべてが良かった。」「似て、非なるものであった」「絶対次も来る」などの感想があった。教育効果は高い。

	
	白山祭
	花祭の原型とされる。山岳信仰・自然・人・神が一体となったような厳かだがシンプルな神事。

	
	鹿討神事
	全国でも5ケ所しか残っていないと聞いた。狩猟生活時代の名残の行事（神事）。

	
	古民家
	民泊、貸家、売家としての展開を交流者・参加者に紹介する。

	
	Ｕターン・Ｉターン組
	都会と山の双方を見ている人たちなので、交流事業の組立てには大変有効。

	
	高齢者・古老
	伝統の知識・古来の情報を持っている。高齢化と少子化のなかで、継承者がいない。アーカイブとして記録することを急ぐ一方、都会人を含めた継承者を開発する。都会と山村の距離感（交通アクセスの短時間化）がなくなった今日、「意欲」があれば、通う仕組みのなかで季節工的に伝承・継承することは都会人でも可能と思われる。


3-4　講座内容

3-4-1　健康講座

≪第1回講座≫

開催日


平成18年12月9日（土）・10日（日）

開催場所


9日（東栄町古戸地区）

10日（東栄町御園地区・民芸館など）



参加者


都市一般参加者（15名）、都市側実行委員・事務局（13名）

山村側実行委員（10名）、講師・補助（3名）



計41名

講師・指導

9日（伊藤紋次、伊藤富一）
10日（案内（古川覚治・鷹氏和幸・伊藤俊弼・伊藤勝文）

日程

	
	9:00
	～
	10:00
	全体説明・ミーティング
	千代姫荘
	

	12月9日

　
	10:00
	～
	11:00
	古戸山頂上の白山神社へ。登山
	白山にて
	

	
	11:00
	～
	15:00
	白山祭（適宜､昼食）
	
	地元の振舞い

	
	15:00
	～
	15:30
	下山
	
	　

	
	16:00
	～
	17:00
	入浴
	東栄温泉
	500円

	
	17:00
	～
	18:00
	意見交換会
	千代姫荘
	

	
	18:00
	～
	20:00
	夕食・懇親交流会
	千代姫荘
	夕食3000円

	12月10日　
　
	9:00
	～
	9:.30
	東栄町地域資源見学
	東栄町
	　

	
	9:30
	～
	12:00
	御園天文台・間伐林・民芸館・花祭会館
	
	　

	
	12:00
	～
	12:45
	昼食
	
	弁当：1000円

	
	12:45
	～
	14:00
	意見交換会
	千代姫荘
	


内容（概要）

[image: image53.jpg]


花祭の原型とされる。東栄町古戸地区にある1000ｍの古戸山の頂上にある白山神社で、1日かけて行われる。麓から約１時間の登山で頂上に着く。急坂で人が並んでは登れない。大木の杉木立に囲まれた10ｍ四方程度の小さな空間に小さな神社があり、神社前の庭を舞庭として、神事と祭事が執り行われる。

準備は前日から行われるが、本祭は午前11時ごろから午後4時頃までの行事である。自然と人と神仏が一体となったような空間と時間が流れ、「花祭」としてデコレーションされたものよりも、この原型の神事・祭事を通して、原点としての、人々の自然への感謝・畏敬、自然との共生の大切さなどの心をシンプルに感じることができる。

この日は雨で、傘や雨具でもっての登山となった。地元の方が案内人となり､登山から神事・祭事の説明などが行われた。
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下山後は、東栄温泉で身体を温め、汗を流した後、都会参加者・地元参加者で交流会を開催し、交流事業参加の動機、今後への期待、本プログラムの評価などについて意見交換した。夕食は、懇親懇談を兼ねて約2時間程度行った。

2日目は、御園地区にある天文台の見学、山林の観察として間伐整理された地区と手入れがなされていない地区の見学、そして、民芸館、地元ＮＰＯが実施している都会の子ども達との農業（体験）ファームなどを地元の方の案内で見学し、昼食を兼ねた交流意見交換会で締めくくった。

宿泊・交流施設として利用した千代姫荘は、宿泊・入浴・食事等のサービスは山村色を特色とした施設で、地元の女性団体（「輝きネットとうえい」）が指定管理者制度と委託業務のもと運営している。大変設備やサービスが充実した施設なので、利用者意見などを取り入れたり、運営者である地元の方々との交流が企画されるとさらに交流拠点として活用が展望できる。

交流会で参加者から出た意見

· 研究者と地元のネットワーク作り。

· 山と都会を結ぶ手法を作って、他の農山村も元気になることをしたい。

· 地球規模の環境問題を考える時、その解決策は山で営まれてきたことにあると思う。

· [image: image55.jpg]


東栄町はポテンシャルが色々あるので、祭りや文化、地元の人との交流を含めた森林療法プログラムを作ると良い。

· パソコンや携帯電話を使って、市民パワーが引き出されるような地域の情報発信をしていく、きっかけ作りになれば良いと思う。

· 消費していく都会の生活と違い、積み重ねていく山での暮らしは豊か。都会の人にこそ、山との交流が必要と思う。

· このような交流を深めていくことで、都会の人が第一次産業や農山村の問題意識を持つ、きっかけになると思う。

山が荒れると都会にきれいな水も流れない。都会の人も山の環境に無関心ではいけない。

· 山歩きのガイダンスがあると、山の生態系への理解につながると思う。

· 山の人が元気に楽しく暮らしていれば、自ずと外から人が来る。

· 山伏の文化や花祭の資料などを整理して、都会で発信できると良い。受け皿側（山側）の質の高さも必要。

· 山の人は宝物を持っているのに、気づいていない。都会との交流の中で発見できるのではないか。
· とうえい温泉を活用した健康作り講座や星と森と祭りをセットにしたらどうか。

· 山側の課題としては、林業や農業、異世代のネットワークを作ることで、都会の多様なニーズにマッチした仕組み作りができると思う。

· 都会側の課題は都会でどうPRするか。インターネット、口コミ、体験型など。

· 山側も受身ではなく、あらゆるチャンネルを使って、常に情報を都会へ投げかける姿勢が大事。

アンケート結果（回答者10名）

	
	
	
	集計

	このイベントを何でお知りになりましたか
	新聞・マスメディア
	0

	
	一般的インターネット広報
	0

	
	知り合いからの誘い
	7

	情報連絡は如何ですか
	これで良い
	6

	
	もっと丁寧に
	2

	プログラム日程はきついですか
	全般的な面
	これで良い
	8

	
	
	もっとゆっくり
	0

	
	
	もっと密度濃く
	1

	
	朝の集合時間
	これで良い
	5

	
	
	早い
	4

	プログラム内容の感想を聞かせてください
	全般的な面
	これで良い
	7

	
	
	もう少し工夫必要
	2

	
	白山祭り（登山含む）
	良い
	7

	
	
	もう少し工夫必要
	1

	
	交流会（意見交換）
	良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	1

	
	東栄町－円見学
	良い
	5

	
	
	もう少し工夫必要
	3

	
	食事の価格レベル
	これで良い
	7

	
	
	もう少し高くてよい
	0

	
	
	もっと安い方がよい
	1

	
	宿泊のレベル
	これで良い
	3

	
	
	もう少し高くてよい
	0

	
	
	もっと安い方が良い
	1

	
	交通アクセスの補助
	これで良い
	2

	
	
	乗合の手配が欲しい
	4

	
	
	公共機関からの補助が欲しい
	1

	プログラムを有料化する場合、

参加費の金額の程度は
	総額（宿泊・食費込み）
	2万円
	2

	
	
	1万5千円
	7

	
	参加費のみ
	1万円
	3

	
	
	5千円
	6


自由記述

· 地元の多様な年齢層の人々（特に独居高齢者）との交流が欲しい。

· 遠方から来る場合、乗合もしくは公共機関からの補助が欲しい。

· 一つ一つの活動に半日程度の時間をかけられるように日程を組む方が良い。

· 会員システムを作ってはどうか。

· 事前によく理解してから参加するというステップが必要。

· 花祭の伝統に感動した。次の世代に伝えていく努力や取り組みに加わりたいと思う。

· ガイドブックにないような話を聞きたかった。

· 祭りを継承する人が足りない地域と祭りに参加してみたい人をうまく結びつける。
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≪第2回講座≫

開催日


平成19年2月17日（土）・18日（日）

開催場所


17日（東栄町振草地区・引沢共有林）

18日（東栄町旧中設楽小学校・民芸館・千代姫荘）



参加者


都市一般参加者（12名）、都市側実行委員・事務局（8名）

山村側実行委員（9名）、講師・補助（9名）



計38名

講師・指導

17日（鷹氏和幸、ほか森林組合関係者。伊藤俊弼、伊藤公子）






18日（木工：伊藤俊弼、リース工作：伊藤公子）

日程

	2月17日
　
	9:30
	　
	　
	説明会
	千代姫荘
	宿泊・2食9000円程

	
	10:00
	～
	12:00
	間伐体験・藤蔓採取。（鷹氏和幸、伊藤俊弼、伊藤公子）
	東栄町振草地区
	　

	
	12:00
	～
	13:00
	昼食
	
	弁当：1000円程

	
	13:00
	～
	15:30
	継続・・・間伐体験・藤蔓採取。
	
	　

	
	16:00
	～
	17:30
	温泉入浴と休憩・地産物見学
	東栄温泉
	　

	
	18:00
	～
	20:00
	夕食・交流会
	千代姫荘
	夕食3000円程

	2月18日　
　
	9:00
	～
	12:00
	・木工コース体験（プレンナー制作・材料費3000円程度）（伊藤俊弼）

・藤蔓コース体験（リース作り・材料費300円程度）（伊藤公子）
	民芸館

中設楽小学校
	ご希望のコースを選んで頂きます。

	
	12:00
	～
	12:45
	昼食
	千代姫荘
	弁当：1000円程

	
	12:45
	～
	14:00
	感想・意見交換会
	
	


（１）間伐体験・藤蔓採取

　東栄町北部の振草地区の引沢共有林で間伐体験を行いつつ、翌日のリース作りの材料となる蔓植物を採取した。間伐体験は地元東栄町の森林組合の皆さんに指導をお願いした。
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（２）交流会（意見交換）

　間伐体験を終えて、東栄温泉で体を休めてから、千代姫荘に戻り意見交換会を行いました。意見交換会には町長も駆けつけていただき、山の切実な話を聞くことができました。

○山は間伐の手が回らないために、下草が生えず保水力が低下し問題になっている。実際に普段の川の水は少なくなった。間伐を進めようにも、山には人がいない、高齢化、採算が合わない、と難しい。せっかく間伐しても捨て置くだけになる。鉄砲、炭焼き、山菜など山には楽しい遊びもあるので、是非体験してほしい。（町長）

・団塊世代で山歩きが好きで田舎に憧れているものの、都会育ちで帰る田舎を持たない。ちょくちょく来るには遠いが、これをキッカケにいろいろ体験したい。

・山は大好きだが、移り住むには不安が多い。

・都会でグリーンツーリズムのボランティアなどをしている。都会にも山を気にする人は大勢いて、その小さな気持ちを集めれば大きな力になると思う。

・大学の地域づくりサポーター活動で駄菓子屋を開き、交流を通じたコミュニティの再生に取組んでいる。

・単に山登りが好きで参加したが、間伐体験して話を聞き、山の問題を実感として感じた。

○都会に大勢いる山のファンの気持ちを沢山集める仕組み。

○知っている人がいる、立ち寄れる場所がある、自分の田舎のような気持ちになれる山間地域との付き合いができる仕組みがあるとよい。

（４）山の材料で創作体験（２班に分かれて）

①木工コース（プレンナー製作）



②藤蔓コース（リースづくり）




（５）意見交換会

・四季それぞれに参加できる年間プログラムがあるとよい。

・地元にどんなメリットがあるかを、地元の人も理解する必要がある。

・定住に心配なのは、病気(病院)のこと、近所づきあいで受け入れてもらえるか。

・定年を迎えてキツイ仕事はできない。でも簡単なことであれば役に立ちたい気持ちはある。

・都会の人が里山暮らしをするモデル地区をつくるとよい。

アンケート結果　（回答者１１名）

	
	集計

	このイベントを何でお知りになりましたか
	新聞・マスメディア
	7

	
	一般的インターネット広報
	1

	
	知り合いからの誘い
	2

	皆様への情報連絡は如何ですか
	これで良い
	8

	
	もっと丁寧に
	2

	プログラム日程はきついですか
	全般的な面
	これで良い
	9

	
	
	もっとゆっくり
	0

	
	
	もっと密度濃く
	1

	
	朝の集合時間
	これで良い
	9

	
	
	早い
	1

	プログラム内容の感想を聞かせてください
	全般的な面
	これで良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	1

	
	間伐体験
	良い
	10

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	切草手伝いコース

	良い
	2

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	木工コース

	良い
	5

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	藤蔓コース

	良い
	2

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	現地見学
	良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	交流会
	良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	食事の価格レベル
	これで良い
	10

	
	
	もう少し高くてよい
	0

	
	
	もっと安い方がよい
	0

	
	宿泊のレベル
	これで良い
	9

	
	
	もう少し高くてよい
	0

	
	
	もっと安い方が良い
	0

	
	交通アクセスの補助
	これで良い
	7

	
	
	乗合の手配が欲しい
	1

	
	
	公共機関からの補助が欲しい
	0

	プログラムを有料化する場合、

参加費の金額の程度は
	総額（宿泊・食費込み）
	2万円
	1

	
	
	1万5千円
	6

	
	参加費のみ
	1万円
	1

	
	
	5千円
	7


自由記述

· 宿泊・交通・服装などの情報がもう少し欲しい。

· もっと地元の方の生の声が聞きたかった。（特に女性）

· 日頃、考えないようなことを考え、色々な情報を得て、視野が広がりました。

· 実際に体験することで、山村問題は自分とは関係ないとの考えを改めて、同じ国民として考えなくてはならないと思った。

· 山側と都会側のお互いの歩み寄りで相互理解が深まると思う。

今後も関わっていき、自分なりに「仕組み作り」を考えたい。

· ≪第3回講座≫

開催日


平成19年3月3日（土）・4日（日）

開催場所


3日（説明会：グリーンハウス。食育講座：千代姫荘）

4日（東栄町布川地区）



参加者


都市一般参加者（16名）、都市側実行委員・事務局（5名）

山村側実行委員（2名）、講師・補助（0名）



計23名

日程

	3月3日

　
　
　
　
	　
	
	　
	
	
	

	
	11:00
	～
	12:00
	説明会
	東栄グリーンハウス
	宿泊・朝食2000円程度

	
	12:00
	～
	12:45
	昼食（弁当。持参可能）
	
	弁当：700円程度

	
	12:45
	～
	16:30
	伝統食作り
	千代姫荘
	材料費：1000円程度

	
	16:30
	～
	17:30
	夕食（弁当）・交流会
	
	弁当：700円程度

	
	18:00
	～
	　
	ばちの舞・・
	布川地区公民館
	＊弁当(昼・夕)は各800円程度
＊祭儀2000円で折箱（飲食物・記念品）提供。夜店も。徒歩10分の飲食店は20時まで。
＊祭場での弁当・飲酒の持込みは可能。
＊グリーンハウスと会場間の移動はマイカー。無い方は、ワゴン車準備。
＊仮眠は、マイカーと隣接建物借用を利用。
＊就寝者は、グリーンハウスへ（マイカーで）
＊4日朝からの仮眠は、グリーンハウス。

	3月4日

　
　
　
　
　
　
	1:00
	～
	　
	三つ舞・・
	
	

	
	2:00
	～
	　
	榊鬼・・
	
	

	
	6:00
	～
	　
	湯ばやし・・
	
	

	
	8:30
	～
	　
	しずめ・・
	
	

	
	　
	～
	9:00
	花祭終了
	
	

	
	9:00
	～
	9:30
	片付け
	
	

	
	　
	
	9:30
	感想・意見交流
	
	


（１）健康食づくり

　地元で手づくりしている「健康食づくり」を実施した。参加者は、芋からつくる手づくりこんにゃくと、そば打ち体験に挑戦しながら、指導いただいた地元の方々と交流をもった。

　




（２）祭事見学と手伝い

　花祭コースの参加者と合流し、布川地区の花祭りを見学した。（内容は3-3-2第3回を参照）
アンケート結果　（回答者９名）

	
	集計

	このイベントを何でお知りになりましたか
	新聞・マスメディア
	1

	
	一般的インターネット広報
	0

	
	知り合いからの誘い
	5

	皆様への情報連絡は如何ですか
	これで良い
	6

	
	もっと丁寧に
	3

	プログラム日程はきついですか
	全般的な面
	これで良い
	8

	
	
	もっとゆっくり
	0

	
	
	もっと密度濃く
	0

	
	集合時間
	これで良い
	8

	
	
	早い
	1

	プログラム内容の感想を聞かせてください
	全般的な面
	これで良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	2

	
	（健康）健康食作り
	良い
	3

	
	
	もう少し工夫必要
	5

	
	花祭本番
	良い
	3

	
	
	もう少し工夫必要
	5

	
	交流（意見交換）
	良い
	2

	
	
	もう少し工夫必要
	2

	
	
	現地の方ともっと交流がしたい
	3

	
	食事の価格レベル
	これで良い
	9

	
	
	もう少し高くてよい
	0

	
	
	もっと安い方がよい
	0

	
	宿泊のレベル
	これで良い
	6

	
	
	もう少しきちんと眠りたい
	1


	
	交通アクセスの補助
	これで良い
	5

	
	
	乗合の手配が欲しい
	0

	
	
	公共機関からの補助が欲しい
	2

	プログラムを有料化する場合、

参加費の金額の程度は
	総額（宿泊・食費込み）
	1万円
	3

	
	
	5千円
	5

	
	参加費のみ
	5千円
	2

	
	
	3千円
	6


自由記述

· ファンクラブで「ＭＹ古里」化できると良い。そのためには、まず受け皿の問題が先決。（町内の合意形成）

· 参加者の人数を絞って、密な関係を持てるように。

· 花祭オフシーズンにどんなことができるか、いろいろ考えてみたい。

· 花祭会館の立派さに比べて、祭りの舞台となる社務所の、今にも壊れそうな建物が気になった。

3-4-2　花祭講座

≪第1回講座≫

開催日


平成19年2月10日（土）・11日（日）

開催場所


10日（東栄町古戸地区）

11日（東栄町御園地区・民芸館など）



参加者


都市一般参加者（12名）、都市側実行委員・事務局（8名）

山村側実行委員（10名）、講師・補助（2名）


計32名

日程

	2月10日
　
	10:00
	　
	　
	説明会
	千代姫荘
	宿泊・2食9000円程

	
	10:30
	～
	12:00
	花祭り講座①「花祭の里ー東栄町」
	花祭会館
	　

	
	12:00
	～
	13:00
	昼食
	
	弁当：1000円程

	
	13:00
	～
	14:30
	花祭り講座②「花祭」
	
	　

	
	15:00
	～
	16:00
	布川地区を歩く
	布川地区
	　

	
	16:00
	～
	17:00
	歳暮祭（鹿射ち神事の準備）
	天王八王社
	　

	
	18:00
	～
	20:00
	夕食・交流会
	千代姫荘
	夕食3000円程

	2月11日　
　
	9:00
	～
	9:30
	交流会
	千代姫荘
	　

	
	10:00
	～
	11:00
	鹿射ち神事の見学、説明を聞く
	尾林宅
	　

	
	11:00
	～
	12:30
	神社清掃
	天王八王社
	　

	
	12:30
	～
	13:30
	昼食（弁当。一括全員分準備）
	布川荘
	弁当：1000円程

	
	13:30
	～
	14:30
	年頭祭（鹿射ち神事）
	天王八王社
	　


自由参加プログラム

	10日
	13:00
	～
	17:00
	歳暮祭（鹿射ち神事）お手伝い
	天王八王社
	講師：尾林良隆さん


内容（概要）

今回、花祭をテーマにした講座コースは、東栄町布川地区を相手先として実施した。東栄町には花祭は11地区で実施されている。

布川地区は、東栄町中心部から北へ入った山間の部落で26世帯（戸）である。高齢者一人暮らしが９世帯あり、平均年齢は70歳台だろうという。

花祭は、部落全体の老若男女が参加するものであるが、神事・祭事の祭主である「花太夫」職は世襲制で行われていたり（布川地区は世襲制で尾林家が務めている。現在は、尾林良隆さん）、また、「宮人」と呼ばれる囃子や舞を担う人たちも決められていたりする。食事などの裏方も、担う家が決められているケースもある。さらには、もともとは、女人禁制の行事である（民芸館のなかには、「産屋」が展示されている。）。花祭は部落の秩序と一体となった仕組みである。

しかし、少子高齢化の流れのなかで、当該部落や花太夫や宮人だけで支えることは難しく、他部落や地区出身者も参加して支えたり、子どもや若者が舞うべき舞いをシニアが舞ったりして支えている。部落の大きさによって、従来の仕組みを守っている部落もあるが、大半は、従来の仕組みを脱して祭りの保存に取組んでいる。

一方、「祭は部落のもの（我々のもの）。部落が無くなれば祭りも無くなる。それで良い。」という意見も多く、祭の価値を守るために都会等外界の力を借りることに拒否反応を示すこともあり、今期も隣接の豊根村では、間黒という地区で、花祭の中止が決まったという。

布川地区は、部落数も少ないこともあり、毎年、今年の花祭を実施するかどうか、が議論され、止めようという意見が出る状態であるが（今年も数名（軒）の止めようという意見があったという。家・戸毎の集計である。）、世襲制の花太夫である尾林良隆氏が、祭の継承に熱心で（先代の方が女人禁制の決りは破ったりして継承に積極的。）、今回の交流の受入が決まった。

第1回講座は、花祭に関する基礎知識、東栄町に関する基礎知識について、座学講座を「花祭会館」と「民芸館」にて実施し、その後、交流先である、布川地区を訪ね、花祭の舞台となる神社や施設を見学した。また、狩猟生活時代の儀式である「鹿射ち神事」（2日目）とその準備（1日目）を見学、神社境内の掃除なども手伝い、尾林家を訪ね、話を聞いた。

アンケート結果　（回答者７名）

	
	集計

	このイベントを何でお知りになりましたか
	新聞・マスメディア
	3

	
	一般的インターネット広報
	0

	
	知り合いからの誘い
	4

	皆様への情報連絡は如何ですか
	これで良い
	6

	
	もっと丁寧に
	0

	プログラム日程はきついですか
	全般的な面
	これで良い
	7

	
	
	もっとゆっくり
	0

	
	
	もっと密度濃く
	0

	
	朝の集合時間
	これで良い
	7

	
	
	早い
	0

	プログラム内容の感想を聞かせてください
	全般的な面
	これで良い
	5

	
	
	もう少し工夫必要
	2

	
	講座①東栄町
	良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	1

	
	講座②花祭
	良い
	7

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	フィールドワーク（現地見学）
	良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	1

	
	交流会（意見交換）
	これで良い
	5

	
	
	もう少し工夫必要
	2

	
	食事の価格レベル
	これで良い
	6

	
	
	もう少し高くてよい
	1

	
	
	もっと安い方が良い
	0

	
	宿泊のレベル
	これで良い
	4

	
	
	もう少し高くてよい
	1

	
	
	もっと安い方がよい
	2

	
	交通アクセスの補助
	これで良い
	2

	
	
	乗合の手配が欲しい
	2

	
	
	公共機関からの補助が欲しい
	2

	プログラムを有料化する場合、

参加費の金額の程度は
	総額（宿泊・食費込み）
	2万円
	2

	
	
	1万5千円
	4

	
	参加費のみ
	1万円
	1

	
	
	5千円
	4


自由記述

· 山と都会の共生という主旨には大いに賛成するし、興味がある。

· 勉強見学中心よりも体験をもう少し入れたほうが参加者の気持ちもほぐれる。

· 都会での市民講座・出張講座に発展させても良い。

山と都会の交流には自然・経済等の総合的な見地からの検討が必要である。

· ≪第2回講座≫

開催日


平成19年2月24日（土）・25日（日）

開催場所


24日（東栄町花祭会館）

25日（東栄町布川地区・諏訪神社など）



参加者


都市一般参加者（16名）、都市側実行委員・事務局（7名）

山村側実行委員（11名）、講師・補助（4名）


計38名

内容

	2月24日

　
	10:00
	～
	10:30
	全体説明・ミーティング
	千代姫荘
	宿泊・朝食5600円程

	
	10:30
	～
	12:00
	花祭用笛作り体験
	花祭会館
	材料費：500円程

	
	12:00
	～
	13:00
	昼食
	
	弁当：700円程

	
	13:00
	～
	16:00
	笛・歌ぐらなどの練習
	
	　

	
	17:00
	～
	18:00
	夕食・交流会
	千代姫荘
	夕食2500円程

	
	19:00
	～
	21:00
	舞の練習見学・習う（舞や笛・太鼓など）
	布川公民館
	　

	2月25日　
　
	9:00
	～
	9:15
	ミーティング
	千代姫荘
	　

	
	9:15
	～
	12:00
	祭りの準備（切り花作りなど）を見学、説明を聞く
	布川荘
	　

	
	12:00
	～
	13:00
	昼食
	
	弁当：700円程

	
	13:00
	～
	14:00
	舞習い
	布川公民館
	


内容（概要）

花祭は、その準備として、切草と呼ばれる会場を飾り付けるもの、舞い習いと呼ばれる舞の練習などが本番1月前ほどから行われる。地域の古老達が、地域の若者や子ども達にその技術を継承していく場でもある。

しかし、その担い手が地域のなかにいなくなり、継承の危機が叫ばれている。表舞台で活躍する人々だけでなく、裏方を支える人たちもまたいなくなり、飾付や舞庭（舞いを行うところ。5ｍ四方程度）の準備が大変な作業となり、また、囃子で吹く笛も幾ら疲れても交替がいない、などという事態が起き、花祭の継承危機の一つの原因となっている。

今回の都会の人間による花祭支援は、そうした裏方から、できるところから手伝おうという趣旨で実施したもので、布川地区の祭の準備に合わせてプログラムを組んだ。

1日目は、舞習いが始まるのは夜なので（夜中12時過ぎまで練習は続く）、それまでの時間をお囃子の道具である笛づくりと笛吹きや歌ぐらの練習、切草の見学とした。

そして、2日目は、切草のお手伝いをし、その後、交流会を開催し意見交換した。


参加者から出た意見

· 東栄町より過疎の深刻な岐阜県七宗町出身。花祭という強みを最大限活用すると良い。

· 都会の暮らしの中に木を取り入れない限り、祭りや農山村の文化も守れないと思う。

花祭観光客はありがたいが、迎える方の準備は大変。見るだけでなく、サポートできる都会の人を作り出す事業に発展すると良い。

人口減少と高齢化で、猟師の数も減ったせいか、害獣（イノシシ、鹿、熊、サルなど）が増加している。

· 都会の人を快く受け入れるような、地元側の意識改革が必要。

· 祭りや地元との交流に都会の人を上手く参加させるコーディネーターがいると良い。

アンケート結果　（回答者１１名）

	
	集計

	このイベントを何でお知りになりましたか
	新聞・マスメディア
	7

	
	一般的インターネット広報
	0

	
	知り合いからの誘い
	4

	皆様への情報連絡は如何ですか
	これで良い
	8

	
	もっと丁寧に
	2

	プログラム日程はきついですか
	全般的な面
	これで良い
	10

	
	
	もっとゆっくり
	0

	
	
	もっと密度濃く
	0

	
	朝の集合時間
	これで良い
	8

	
	
	早い
	1

	プログラム内容の感想を聞かせてください
	全般的な面
	これで良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	1

	
	笛作り
	良い
	8

	
	
	もう少し工夫必要
	1

	
	笛・歌ぐら練習
	良い
	4

	
	
	もう少し工夫必要
	4

	
	舞習い
	良い
	4

	
	
	もう少し工夫必要
	4

	
	切草見学
	良い
	5

	
	
	もう少し工夫必要
	2

	
	交流会（意見交換）
	良い
	5

	
	
	もう少し工夫必要
	4

	
	食事の価格レベル
	これで良い
	7

	
	
	もう少し高くてよい
	1

	
	
	もっと安い方がよい
	1

	
	宿泊のレベル
	これで良い
	7

	
	
	もう少し高くてよい
	0

	
	
	もっと安い方が良い
	2

	
	交通アクセスの補助
	これで良い
	2

	
	
	乗合の手配が欲しい
	5

	
	
	公共機関からの補助が欲しい
	3

	プログラムを有料化する場合、

参加費の金額の程度は
	総額（宿泊・食費込み）
	2万円
	1

	
	
	1万5千円
	7

	
	参加費のみ
	1万円
	0

	
	
	5千円
	7


自由記述

· 祭りの解説、ガイドができる地元の人材づくりが必要。（受け皿の重要ポイントになるし、文化の保存にもなる。）

· 今回のプログラムは参加者の自発性にまかせている所が良い。

· 舞や笛、歌ぐらなどを前もって練習・準備する機会があると良い。

≪第3回講座≫

開催日


平成19年3月3日（土）・4日（日）

開催場所


3日（東栄町布川地区）

4日（　　　同　　　）



参加者


都市一般参加者（72名）、都市側実行委員・事務局（10名）

山村側実行委員（11名）、講師・補助（4名）


計97名

内容

	　
3月3日

　
　
　
　
	8:00
	～
	　
	自由参加（祭事準備）
	布川地区
	　

	
	11:00
	～
	12:00
	集合・説明会
	東栄グリーンハウス
	宿泊・朝食2000円程度

	
	12:00
	～
	13:00
	昼食（弁当。持参可）
	
	＊弁当(昼・夕)は各800円程度
＊祝儀2000円程で折箱（飲食物・記念品）が提供。夜店もある。徒歩10分の飲食店は20時まで営業。
＊祭場での弁当・飲酒の持込みは可能。

＊グリーンハウスと花祭会場間の移動は、「マイカー分乗」。無い方は、ワゴン車準備中。
＊仮眠は、マイカーと隣接建物借用を利用。
＊就寝者は、グリーンハウスへ。（マイカーで）
＊4日朝からの仮眠は、グリーンハウス利用。

	
	13:00
	～
	17:00
	滝祓い・高根祭・・
	布川地区公民館
	

	
	17:00
	～
	18:00
	夕食（弁当）
	
	

	
	18:00
	～
	　
	ばちの舞・・
	
	

	3月4日

　
　
　
　
　
　
	1:00
	～
	　
	三つ舞・・
	
	

	
	2:00
	～
	　
	榊鬼・・
	
	

	
	8:00
	～
	　
	湯ばやし・・
	
	

	
	9:00
	～
	　
	しずめ・・
	
	

	
	　
	～
	9:30
	花祭終了
	
	

	
	9:30
	～
	10:30
	片付け
	
	

	
	　
	
	10:30
	感想・意見交流
	
	


（１）神事見学と手伝い

　夕刻から始まる花祭の準備設営を会場で手伝った。祭事会場の飾りつけやテント設営など、地元の方々の指導のもと参加者が手分けをして手伝いを行った。

　また、会所で受付の手伝いをしたり、当日の寄進者の名前を書き出して会場の壁に順に貼っていったりと、沢山の裏方の仕事を手伝うことができた。



（２）祭事見学と手伝い

　いよいよ祭事が始まり、参加者は祭を見学したり、祭に参加したり。






アンケート結果　（回答者13名）

	
	集計

	このイベントを何でお知りになりましたか
	新聞・マスメディア
	4

	
	一般的インターネット広報
	2

	
	知り合いからの誘い
	6

	皆様への情報連絡は如何ですか
	これで良い
	11

	
	もっと丁寧に
	1

	プログラム日程はきついですか
	全般的な面
	これで良い
	11

	
	
	もっとゆっくり
	1

	
	
	もっと密度濃く
	0

	
	集合時間
	これで良い
	11

	
	
	早い
	1

	プログラム内容の感想を聞かせてください
	全般的な面
	これで良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	3

	
	（花祭）神事や手伝い
	良い
	5

	
	
	もう少し工夫必要
	6

	
	花祭本番
	良い
	6

	
	
	もう少し工夫必要
	4

	
	交流（意見交換）
	良い
	4

	
	
	もう少し工夫必要
	0

	
	
	現地の方ともっと交流がしたい
	4

	
	食事の価格レベル
	これで良い
	9

	
	
	もう少し高くてよい
	3

	
	
	もっと安い方がよい
	0

	
	宿泊のレベル
	これで良い
	6

	
	
	もう少しきちんと眠りたい
	2

	
	交通アクセスの補助
	これで良い
	6

	
	
	乗合の手配が欲しい
	4

	
	
	公共機関からの補助が欲しい
	0

	プログラムを有料化する場合、

参加費の金額の程度は
	総額（宿泊・食費込み）
	1万円
	3

	
	
	5千円
	8

	
	参加費のみ
	5千円
	4

	
	
	3千円
	8


自由記述

· 地場産業のＰＲ

· 地元の人々と都会側の実行委員との間の微妙なズレがあった。

· 一人でも多くの人に花祭を体験してもらって、リピーターを増やしていけばいい。

· 花祭は都市または他の地域との交流だけで存続可能なのか。花祭そのものの改善も必要かと思う。

· 地元の人とペアを組んで作業することによって、交流が深まると思う。

· 手伝いの内容と作業分担をある程度決めておくとスムーズにいくかと思う。

· 「本当にやる気のある人」を集めるには、あまり一般化した広報をせず、的を絞ったほうが良いかと思う。

· 事業の意義、参加・交流の目的を地元の一般の人々に周知させる必要がある。

· 花祭を長く続けるためには地元の人がどうしたいのか、理解が必要。



3-4-3　特別企画

≪第1回　花祭映像上映と講座の企画≫

開催日


平成18年12月17日（日）13：30～16：00

開催場所


名古屋ＹＷＣＡ（名古屋市中区）

参加者


都市一般参加者（36名）、都市側実行委員・事務局（5名）

山村側実行委員（1名）、講師・補助（0名）　　

計42名

企画内容


■昭和50年頃の東栄町の花祭を写したビデオ（カラー・40分）の上映






■伊藤勝文（花祭会館館長）の「花祭」に関する講演とお囃子の実演

企画のねらい
○名古屋で開催することによって、都会の方への広報・参加よびかけが目的。特に、北設楽郡（東栄町等）出身者への参加よびかけ。

結果・評価
○マスメディアの取材、北設楽郡（東栄町等）出身者の参加が得られた。



≪第2回　交流企画（古戸花祭に参加。民泊）≫

開催日


平成19年1月2日・3日（いずれも祝日）

開催場所


東栄町古戸地区（東栄町古戸）

参加者


都市一般参加者（12名）、都市側実行委員・事務局（2名）

山村側実行委員（5名）、講師・補助（0名）



計19名

企画内容

■平成18年12月9日・10日に実施した第１回「健康講座」のベースとなった東栄町古戸地区の花祭の体験交流。



■1月2日17：00に千代姫荘に集合し、古戸地区へ移動し、翌朝まで古戸地区花祭を見学した。

■途中、地元実行委員の方宅で深夜の休憩・食事・仮眠をさせてもらうこととなった。

ねらい

○第1回健康講座参加者及び実行委員メンバーに参加をよびかけ、本番の「花祭」の事前学習と地元東栄町の方との交流・親睦・信頼関係をつくること。








≪第3回　７０年前の花祭・民俗の映像上映企画≫

開催日


平成19年2月6日（火）18：00～19：30

開催場所


愛知県図書館・ＡＶホール（名古屋市中区）

参加者


都市一般参加者（26名）、都市側実行委員・事務局（7名）

山村側実行委員（0名）、講師・補助（0名）

　　計33名

内容

■著名な民俗学者である渋沢敬三氏が70年前に撮影・制作した東栄町の花祭の映像（モノクロ・無声。30分程度）及び北設楽郡一帯の風景・民俗が写された映像（40分程度）の鑑賞。



■都市部で開催することで、都会の方へのＰＲ効果があった。しかも、70年前の映像を上映することで、現在の山の風景や暮らし・民俗と比較できた。


■そこから見えたことは、70年前は、人がたくさんいて、子どもや若者もたくさんいて、元気だった。山の風景も家がたくさんあり、周りに田畑もあり、開けていて、落葉樹中心の山の風景は大変明るかったことである。現在は、針葉樹中心で、とても暗い感じがする。山村の未来について、ヒントが得られた。


3-5　実施体制・協働体制（実行委員会）

3-4-1 構成

構成は、山村地元側は行政（東栄町）、森林組合、花祭保存会、まちづくりＮＰＯ、住民、学識者などが加わり、都会側は、学識者（大学関係者）、企業（社会貢献関係部署）、まちづくりＮＰＯ、団塊世代が加わり、アドバイザー・オブザーバーを含め35名であった。
	　
	　
	　
	個人名
	組織・役職名
	備考

	1
	山
	実行委員・委員長
	森田　昭夫
	東栄町町長
	　

	2
	山
	委員長代行
	山本　典式
	東栄町助役
	　

	3
	山
	実行委員・事務局次長
	村上　孝治
	東栄町企画課課長
	　

	4
	山
	実行委員・事務局
	伊藤　明博
	東栄町企画課係長
	　

	5
	山
	実行委員
	中野　博司
	御殿区長
	　

	6
	山
	実行委員
	鷹氏　和幸
	東栄町森林組合
	兼健康講座講師

	7
	山
	実行委員
	伊藤　俊弼
	ＮＰＯ　ななさとグループ
	兼健康講座講師

	8
	山
	実行委員
	尾林　良隆
	布川花祭保存会会長
	兼花祭講座講師

	9
	山
	実行委員
	村松　喜人
	布川花祭保存会(お願い相談中)
	兼花祭講座講師

	10
	山
	実行委員
	伊藤　正人
	布川花祭保存会(未定・相談中)
	兼花祭講座講師

	11
	山
	実行委員
	伊藤　辰男
	布川花祭保存会(未定・相談中)
	兼花祭講座講師

	12
	山
	実行委員
	伊藤　勝文
	花祭会館館長
	兼花祭講座講師

	13
	山
	実行委員
	古川　覚治
	元花祭会館館長
	兼花祭講座講師

	14
	山
	実行委員
	伊藤　紋次
	古戸花祭関係者
	兼健康講座講師

	15
	山
	実行委員
	森田千鶴子
	輝きネット
	兼健康講座講師

	16
	山
	実行委員
	原田　由子
	輝きネット
	兼健康講座講師

	17
	山
	実行委員
	金指　旦夫
	町づくり町民の会
	兼健康講座講師

	18
	山
	実行委員
	伊藤　公子
	町づくり町民の会
	兼健康講座講師

	19
	都
	副〃　　　・事務局
	黍嶋　久好
	愛知大学三遠南信地域連携センター研究員
	豊橋市

	20
	都
	副〃
	鈴木　盈宏
	㈱トヨタボランティアセンター所長
	豊田市

	21
	都
	実行委員
	木野　秀明
	㈱鹿島名古屋支店建築設計部部長
	名古屋市

	22
	都
	実行委員
	大須賀恵子
	㈱デンソーボランティア支援センター長
	刈谷市

	23
	都
	実行委員
	田村　亨
	㈱中部電力環境・立地本部立地部立地Ｇ課長
	名古屋市

	24
	都
	実行委員・事務局長
	大西　光夫
	ボランタリーネイバーズ理事長
	名古屋市

	25
	都
	実行委員・事務局
	藤森　幹人
	都市計画コンサルタント
	名古屋市

	26
	都
	実行委員
	伊藤　都万
	東海自治体学会運営委員
	名古屋市

	27
	都
	実行委員
	滝川　正子
	なごやの森づくりパートナーシップ連絡会代表
	名古屋市

	28
	都
	実行委員
	中川　護
	楽しい百姓・山仕事を通じた村づくりの会代表
	岐阜県中津川市馬瀬

	29
	都
	実行委員
	島崎　利男
	元（財）地域活性化センター課長
	岐阜県中津川市

	30
	都
	実行委員
	真木　宏哉
	前岡崎市助役
	岡崎市

	31
	都
	実行委員
	原田　敏之
	ＮＰＯ法人穂の国森づくりの会理事
	豊橋市

	32
	都
	実行委員
	吉田　千穂
	名古屋大学産学官連携推進本部
	名古屋市

	33
	　
	アドバイザー
	藤田　佳久
	愛知大学教授
	豊橋市

	34
	　
	アドバイザー
	寺本　潔
	愛知教育大学教授
	刈谷市

	35
	　
	オブザーバー
	西川　裕司
	愛知県地域振興部地域政策課主査
	　


3-5-2 運営

≪第1回実行委員会≫

開催日


平成18年11月25日（土）13：30～16：00

開催場所


旧中設楽小学校（東栄町中設楽）

参加者


都市側実行委員・事務局（10名）、山村側実行委員・講師（9名）

内容



（１）実行委員会設置の確認、構成・役割の確認

（２）基本計画・事業の趣旨の確認






（３）事業成功の要件・ポイントについてのワークショップ






（４）ワークショップのまとめ

ワークショップのテーマ：「一過性に終らせないためにはどうするか」

■一般的な留意点

○事業の目的を明確にする。課題やテーマを明確にする。

いつまでに何を達成するか、目標を立てる。

○田舎の人が生きがいを持って楽しく暮らせることが大切。

○個人と個人の（親密な）つきあいへ発展させる。パートナーファミリーをつくり、親戚つきあい風な関係に。心が通う交流に。お互いの本音を理解しあう。踏み込んで理解しあう。お互いの違いを理解、尊重する。ひざを交えて話し合う。寄り合いがいい。

○交流によるネットワークをつくる。山村からも都会へ出かける交流プログラムを。

○どちらにもメリットのある工夫を。お客接待にならないこと。

○地元と外部住民の間のコーディネーターが必要。

○メンバーシップ制にする。規制がない応援団づくり。


○ゆっくり長い時間かける覚悟をする。無理のない交流をする。過大な期待はしない。マナー・ルールを相互に出し合い、確認する。文章にする。

○少しづつできることから役割づくりをする。いろいろな役割･仕事をつくる。年齢・性別・立場・・。

○共通の価値観が必要。協働から生まれる。参加者はお客ではなくて、協働者となるべきだ。必要な費用を払うべきだ。お金がかかる。お金が動く仕組みが必要。

○まずは体験することだ。実感を持つこと。生活レベルから体験すること。


■花祭り体験コースについて

○花祭り会館で一通り由来などを勉強してからだ。祭りのマナー、地域のマナーを学んでからだ。

予備知識の学習が必要。「花祭りとは何か」「囃し方」「びやっけやざぜちの作り方」・・。ビデオを見て全体感をとらえてからだ。

○地元の人と交流してからだ。地元（布川）の要望を大切にする。地元の理解。

○参加する前にリズムで覚える。舞い習いから舞庭づくり、せんじづくり（料理作り）、接待、片づけまで参加を。

○花祭り会館が大きな役割を果たして欲しい。「祭り」参加から日常的な交流に発展する仕掛け作り。

１１ケ所の花祭りがそれぞれサポーターとなる自治体を持ち交流をしかけては。

「花祭り」の将来像のモデルは出せるか。ブランド化する。


■健康コース

○地域の文化・歴史を理解してから。山の仕事は多種多様、手伝い的仕事から出発するのかいい。

■他のプログラム開発について

○花祭り会館に「動態ものの展示」を。花祭り行事に併せて、ほかのイベントを開催しては。

○条件と決めた（１月と８月は家主に返す）空家活用。

○空校舎で、「健康づくり」の専門家や道具･設備を設置し、活用拠点にするのは。空校舎で、「切り細工」全国大会は？

何かが身につくプログラム開発を。

○町内の文化資源めぐりのコース開発は？

○食育、うまい食物、食の講座、四季を通して。お酒もいい。生涯学習（郷土史）として、子供を育てるために、というコセプトでプログラム開発を村に語り部をつくる。来訪者にプレゼンする。

■参加者の開拓・拡大について

○アカデミックさや文化、学者の参加。田舎出身者、田舎出身ＯＢ、地縁･血縁関係。田舎暮らし希望者（将来希望を含む）。東三河出身の有名人を巻き込む。（働き盛りの男性はダメ）女性の参加を。

○手芸や料理のプログラムを。踊りやお祭りの好きな若い世代。温泉（旅館）に来る人によびかける。

○企業と連携しモデル開発。企業が事業に理解を示し、参加者に休みなどを配慮する仕組み。

○問題意識を持った人を集める。広報活動を活発に。ニュースを発信し続ける。タイムリーな発信。マスコミへのアプローチ。事業のプロセスをビデオにして広報素材に。何かニュースを創刊。
≪第2回実行委員会≫

【都会側】

開催日


平成19年1月17日（水）18：30

開催場所
（特）ボランタリーネイバーズ事務所（名古屋市東区）

参加者


都市側実行委員・事務局（9名）

内容



（１）第1回実行委員会以降の経過報告

（２）講座への参加申込状況の報告






（３）講座カリキュラム（プログラム）の協議


（４）講座参加者拡大の対策


（５）実行委員の役割分担


（６）（2月6日の）特別企画の実施について

【山村側】

開催日


平成19年1月23日（水）13：30～15：00

開催場所


東栄町役場（東栄町本郷）

参加者


山村側実行委員・講師（10名）

内容



（１）第1回実行委員会以降の経過報告

（２）講座への参加申込状況の報告






（３）講座カリキュラム（プログラム）の協議






（４）講座参加者拡大の対策






（５）実行委員の役割分担






（６）（2月6日の）特別企画の実施について（報告）

≪第3回実行委員会≫

開催日


平成19年3月21日（水・祝）13：30～16：00

開催場所


旧中設楽小学校（東栄町中設楽）

参加者


都市側実行委員・事務局（７名）、山村側実行委員・講師（８名）

内容



（１）事業の結果・概要振り返り（荒編集の記録ビデオ鑑賞）

（２）事業報告

（３）内閣府への事業報告書検討






（４）今後の事業継承について意見交換

■時間をかけて地元の理解を広め、意識を変えていく

○今回の花祭、地元男性の出席率は100％だったが、その分女性陣が引いてしまった。地元内のコミュニケーション不足だったが、時間をかけて解決できると思う。

○山村の人は基本的に人見知りだから、いきなりの交流には違和感をいだく。

○都市の人が村に入っていくには時間が必要。学生は比較的受け入れられやすい。

○切り草は大勢に見られたり、写真を撮られるとやりにくい。

○花祭は自分達のものという意識が強い。家の財産を使って伝統を維持してきた面もあり、閉鎖的になりがちだが、皆で守るという意識に変えていく必要がある。

■日々の暮らしを理解し、支えてほしい

○日々の暮らしが成り立ってはじめて文化が守れる。今度は暮らしを支える事業に取組みたい。

○花祭だけでなく、日々の暮らしに係わる交流も大切。間伐体験は山主から感謝された。

○田舎暮らしが体験できる里山モデル地区を都会の人と一緒につくったらすごい。

○観光事業が目的ではなく、人数より質が大切。山村側もどんな人に来てほしいかの認識を地元で共有することが大切。それを明確に打ち出したほうが都市から望む人材は集まってくるはず。

■地元の受入体制づくり

○都会と田舎で見えるものが違うと気づいた。沢山のヒントが見つかった次に活かしたい。

○布川花祭は例年の1.5倍の盛況だった。次回は地区でも都会側の担当が要る。

○今回の事業が地元にまだ浸透していない。役場の中でも関心の無い人も多い。

○役所だけでなく地域の様々な人々が係わった地元組織づくりが必要。

■豊富な地域資源の活用したプログラム

○春には山菜、夏には魚釣り、冬の星座観察とまだまだ沢山の魅力がある。

○地域にはまだまだ埋もれた資源がある。複合的な体験プログラムにしたほうが良い。

○沢山ある遊休農地を使ってブルーベリーを栽培し、都会のオーナーを募集したい。

○田舎は沢山ある、ここに来ないと体験できないプログラムづくりが必要。

○地元の人が明るく元気に暮らしていれば、黙っていても都会の人は集まってくる。それが一番の地域資源になる。

■都市側のネットワークづくり

○今回立ち上げた花祭サイトにはわずか２ヶ月で6000アクセスがあった、すごい。

○東栄町の出身者がたくさん都市にいて、来たがっている。地元と都市をつなぐ貴重な人材になる。

○今回はメディアの影響が大きかった。
≪実行委員会事務局≫

第1回事務局会議

開催日


平成18年11月17日（金）15：00～17：00

開催場所


東栄町役場（東栄町本郷）

参加者


都市側実行委員・事務局（2名）、山村側実行委員・講師（8名）、オブ1。

内容



（１）事業の位置付け・沿革の説明






（２）事業の企画概要・事業日程・実行委員設置などの説明






（３）フリーな意見交換






（４）事業の段取り・日程・骨子の確認

第2回事務局会議

開催日


平成18年11月22日（水）13：30～16：30

開催場所


東栄町役場（東栄町本郷）

参加者


都市側実行委員・事務局（1名）、山村側実行委員・講師（4名）

内容



（１）カリキュラム・日程・タイムテーブルの協議






（２）第１回講座（健康講座：12月9日・10日）開催・企画の協議






（３）第１回実行委員会開催の協議






（４）地元関係施設見学

第3回事務局会議

開催日


平成18年12月1日（金）13：30～16：00

開催場所


東栄町役場（東栄町本郷）＆布川

参加者


都市側実行委員・事務局（1名）、山村側実行委員・講師（2名）

内容



（１）第１回健康講座の協議・打合せ






（２）花祭講座の企画協議

第4回事務局会議

開催日


平成19年1月20日（土）19：00～22：00

開催場所


布川公民館（東栄町布川）

参加者


都市側実行委員・事務局（1名）、山村側実行委員・講師（11名）

内容



（１）花祭講座の企画内容・日程の協議

４　まとめ

4-1アンケート結果　総集計　

　　（回答者61名）

	
	　
　
	集計

	このイベントを何でお知りになりましたか
	新聞・マスメディア
	22

	
	一般的インターネット広報
	3

	
	知り合いからの誘い
	28

	情報連絡は如何ですか
	これで良い
	45

	
	もっと丁寧に
	10

	プログラム日程はきついですか
	全般的な面
	これで良い
	53

	
	
	もっとゆっくり
	1

	
	
	もっと密度濃く
	2

	
	朝の集合時間
	これで良い
	48

	
	
	早い
	8


	プログラム内容の感想を聞かせてください

（講座内容についての感想は各講座の頁を参照。）
	全般的な面
	これで良い
	36

	
	
	もう少し工夫必要
	11

	
	食事の価格レベル
	これで良い
	48

	
	
	もう少し高くてよい
	5

	
	
	もっと安い方がよい
	2

	
	宿泊のレベル
	これで良い
	35

	
	
	もう少し高くてよい
	1

	
	
	もっと安い方が良い
	5

	
	
	＊3月3・4日（きちんと寝たい）
	3

	
	交通アクセスの補助
	これで良い
	24

	
	
	乗合の手配が欲しい
	16

	
	
	公共機関からの補助が欲しい
	8

	プログラムを有料化する場合、　参加費の金額の程度は

（「健康」｢花祭｣コースの第1回目・2回目）
	総額（宿泊・食費込み）
	2万円
	6

	
	
	1万5千円
	24

	
	参加費のみ
	1万円
	5

	
	
	5千円
	24

	プログラムを有料化する場合、　参加費の金額の程度は

（「健康」｢花祭｣コースの第3回目）
	総額（宿泊・食費込み）
	1万円
	6

	
	
	1万5千円
	13

	
	参加費のみ
	1万円
	6

	
	
	5千円
	14


4-2反省点・教訓

今回の事業を振返り、アンケートでの指摘や、最後の実行委員会での振返りを踏まえて反省点を以下に列記した。

■　広報宣伝・啓発関係

· 準備時間が少なく、カリキュラムや準備品等を確定して広報・募集できず、参加者に戸惑いを与えた。

· 社会的関心が高く観光的参加者と交流を願うコア的な人材との間の調整整理できなかった。

· 宣伝（量）の割りには参加者が確保できなかった。広報戦略の練り直し。

· ほとんどの住民は知らない。周知理解不十分
· 地元の都会へ向けた広報戦略の必要性
· マスコミの「やらせ風」は地元に不評
■　自発的参画・役割分担

· 行政（地元）は、担当者以外の参加がなかった。行政としての位置付け、展開が不明。

· 地元地域の参加者が少ない。若者・子ども・女性・・。

· 手伝いの役割の明確化、分担。役割の指示･指導が不十分。協力する仕事を明確に。

· 参加者の自発性・自立性､自覚を引き出す。当事者意識。

■　交流・共有・ネットワーク形成

· 参加者同士の交流促進の必要性。参加者の多様性の確保。

· ミッションの確認・共有が不十分。

· 都市参加者の目的意識を明確にして参加をして欲しい。
· 「遠い」ことの克服。相互に出かける交流が必要。交通アクセスの克服課題。
· 山村では打解けるまで時間が必要、今回のスピードに地元からは違和感もあり。

· 花祭の世襲制のように昔からの伝統や仕来たりの理解や配慮が不十分だった。

■　事業の継続性

· 財源確保
· 山村の深刻さ､伝統文化継承の大変さ。
· 事業の継続性・発展性の担保をどうするのか。（「一過性なら協力しない」との地元住民の方の発言への答をどれだけ出来るか。）
· 布川モデルの確立・継続。全般的な支援の仕組みづくり。
· 宿泊の課題
· 地元の交流拠点の確保
· 地元受け入れ体制づくりの課題。参加者の拡大
4-3成果のポイント

■　啓発・意識向上

　今回の事業の大きな成果は「気持ちづくり」にあったといえる。

花祭を観光面でしか理解してこなかった都会の人々に、交流事業への参加募集やマスメディアによる広報などを通じて、花祭を維持する大変さや、それを支える山村の問題を伝えることができ、山村を何とかしなければという「気持ち」を都会に広げることができた。特に、交流事業の参加者や中学生たちは自らの実感として認識を共有できたのはよかった。

　また一方で、都会以上に山村の人々の意識変化は著しいものがあった。最初は“おっかなびっくり”だった交流事業関係者の人々も、ひとつひとつ講座を重ねて都会の関係者と共に汗を流すことで、信頼感や自信をもつことができるようになった。閉塞的な諦め感から新しい試みに否定的になりがちな気持ちを、新しい可能性と自らへの自信へと転換できたことは、今後の展開に大きな糧となる。今後は、交流事業に直接係わらなかった大勢の村民への理解や協力を広げることが課題である。

　啓発、意識向上の成果ポイントは以下のものが上げられる。

· 社会的関心が高まった。特に、マスメディアを中心とした関心を引き出した。
· 山村地域に元気・やる気を与えた。プラス思考への転換
· 伝統文化「花祭」の必要性・重要性認識が高まった。再認識された。
· 地域・地元の方との交流がいい。
· 交流の意義・効果への理解促進。継続の意志が醸成。参加意識の高揚

· 部活中学生の認識の深まり。舞だけで見ていたのが、祭の大変さまで知った。
· 地域・地元の方との交流は、著しい効果があった。
■　地域資源の開発・発見

〇　「地元でゴミと呼ばれていた木の実や蔓を集めてリースづくりを始めた」と地元実行委員が言うように、知っていても価値に気づかないような地元に埋もれた地域資源はまだまだ沢山あると思われる。今回の講座の中でもまだ活かされていない地域資源はいくつも発見されたが、都会の視点と地元の視点が交流するなかで一つ一つ発見、開発されていくものであり、地域資源の開発、発見は今後も継続的に続けていくべきものと考えられる。特に、人的資源の発見は上記の意識向上と合わせて重要なポイントである。

　今回の地域資源の開発・発見の成果ポイントは以下のものがある。

· 山村の過疎化・少子高齢化の深刻さ。実態の実感。

· 地元の方が、「ＮＰＯの人（たち）」と呼ぶようになった。
■　ネットワーク形成・主体形成

　　ネットワークとは人と人の相互理解や信頼に基づいた協力関係であり、ネットワーク形成は今回の事業の最大の成果といえ、以下に示すような様々なネットワークが形成された。こうしたネットワークは活用し、広げ続けることが重要であり、今後の展開へ引き継いでいくことが課題である。

　また、今回はＮＰＯが前面に出て事業を進めたため、地元の人々の意識が自ら主体となって参加協力する姿勢へ徐々にシフトしてきたと感じられる。上記のネットワーク形成においても自主的な参加を促す雰囲気づくりを心がけるのがよい。

· 都会（人）と山村（人）の相互ネットワーク形成

（実行委員会メンバー、布川地区の人々、講座参加者）

· 都会の中での山村支援ネットワーク形成

（日比野中学太鼓踊り部、名古屋大学、マスメディア、民族舞踏研究会、など）

· 山村の中での協力ネットワーク形成

（行政、花祭保存会、森林組合、NPOななさとグループ、民芸館・花祭会館など）

· 三つのネットワークがそれぞれ広がった。都会（人）と山村（人）の相互理解・信頼・ネットワーク形成の促進

· 行政依存からの脱却、自主自立の可能性を発見。受身から主体へ転換。
■　その他

· 花祭が順調に準備され実施できた。例年になく盛況
4-4事業の継承・発展

今回の事業の成果を受けて、それを継承発展しようという取組みが、山村でも、都会でも芽生えてきた。実際に行動を始めつつあるものや、まだ構想、検討の段階のものもあるが、さらに広がりをみせつつあって今後が期待される。

4-4-1
東栄町の取組み

≪春夏秋冬四季を通じた自主的交流事業の実施≫

今回の交流事業の大きな反省点として上がっていたのが、時間をかけた交流や相互理解の大切さであった。準備２ヶ月、実施４ヶ月の短期間のプログラム実施であったが、地元側の幅広い人々に理解を浸透させるためには時間が不足していた。補助事業の性格上やむを得ない面もあった。

そこで、四季を通じた年間の交流プログラムを計画して、徐々に顔見知りの付合いをする流れの中で花祭も支援してもらえるような交流事業を、東栄町で実施する計画が始まった。春には山菜摘み、夏には魚採り、秋には紅葉やきのこなど、四季を通じた東栄町の魅力を体験してもらう機会ともなる。

≪花祭りを通じた子供たちの交流事業の検討≫

名古屋市立日比野中学の和太鼓・踊り部の中学生たちは今回の布川地区花祭りに参加して、「本物の祭り」に触れることで多くの感動や体験など得るものがあった。早速、地元の人たちに感謝の気持ちをこめた感想文を寄せている。一方で、花祭りに踊った地元の中学生にとっても、都会の中学生へ踊りを指導することで自分達の伝統に対する自信や責任感を育むことができたはずである。

今回は部活動と地元との直接の交流であったが、今後は山と都会の中学校相互の交流へ発展させることの検討が始まっている。単に花祭りを理解するだけでなく、その背景にある山の暮らしの素晴らしさや悩み、都会の暮らしを支える山の環境など、多面的な相互理解と交流に発展していくことが期待される。

4-4-2（特）ボランタリーネイバーズの取組み

≪「花祭の里ファンクラブ」の運営（事務局役）≫

　今回の交流事業を実施するなかで構想された山村と都会の情報ネットワーク構築の取組みである。誰でも会員になれる会員制の情報交流ネットワークで、今回の事業で立ち上がったインターネット上の「花祭りの里交流サイト」と連携する。東栄町を中心とした奥三河地域の情報発信を行いながら、山村と都会の交流を促進する。単に観光情報の提供だけではなく、“手伝って情報”など山村支援の情報や、都会から見た山村の新しい魅力開拓の情報など、情報交流による様々な事業展開のプラットホームを目指す。

　このネットワーク構築によって次のような効果を期待する。

・山村と都市が対等な立場で協働・共生するパートナーシップの場づくり

・都会のニーズと山村のシーズをマッチングする山村活性化のモデルづくり

・山村の日本古来の地域の知恵と、都会の市民社会の知恵を、互いに再評価し、それぞれのコミュニティ再生に役立て、山村と都会を貫くような「ニューライフ」形成へ寄与する

・行政、企業、大学、ＮＰＯなど、山村と都会をつなぐ協働ネットワークづくり

≪山村と都市交流のシンポジウムの開催≫

　今回の事業の参加者募集の広報をしたり、事業の様子がメディアで取り上げられたりする中で、多くの都会の人々から反響があった。実際に参加できた人は一部のみであるが、その他にも関心を寄せる都会の人は多くいる。

　そこで、事業の成果報告を兼ねた「山村と都市交流」をテーマにしたシンポジウムを開催し、都市側で感心を持つ人材の発掘や、都会の市民の反応、ニーズなどを探り、今後の展開に活かしていく。同時に、上記の「花祭りの里ファンクラブ」の会員募集の機会にも使う。

4-4-3
その他

≪愛知県≫

　今回のモデル事業の成果や教訓を踏まえて、三河山間部へ展開するために≪山間部交流事業の拡大・「三河山間交流居住推進」事業≫を平成１９年度に実施する。

≪都会での花祭り講習会の開催≫日比野中学　和太鼓・踊り部

都会でも花祭りの踊りや囃子などを体験し継承していくための「花祭り講習会」が名古屋市内で開催されることになった。名古屋市立日比野中学の和太鼓・踊り部顧問の長田先生がコーディネーターとなり、東栄町出身で現在は名古屋に住んでいる方を講師に招いての本格的な講習会である。当面は、４月～８月の間に５回開催が予定されている。また、７月には、東栄町へでかけて、花祭会館で「舞踊の交流会」を行う。

≪ブルーベーリーの里交流の構想≫

　今回の交流事業の健康コースの木工体験やリースづくりを準備・指導いただいた地元ＮＰＯ「ななさとグループ」では、東栄町内の遊休農地を借り受けて、ブルーベリー栽培に活用する事業を検討している。都会の人にブルーベリーのオーナーになってもらい、畑の手入れや収穫体験会を開催したり、山村と都会の交流を通じて山村地域の活性化を図ることを構想している。

以上




花祭の里ファンクラブ（仮称）構想メモ








名称		花祭の里ファンクラブ　又は　花祭の里クラブ





目的		東栄町を中心にした奥三河との交流活動を促進し実施する


会員		会員制。だれでも会員になれる。都会も地元も。


財政		年会費（インターネット1000円・それ以外2000円。月額100円・200円）　　


ほかに、寄付金など。


支出（情報発信物件費と事務局人件費）。事務局人件費は収入の10％以内。





性格　　	ゆるやかな情報ネットワーク


内容		東栄町を中心に奥三河の情報の発信


花祭に関する情報を中心的に発信


会員間の交流情報の発信


イベント情報、手伝って情報、紹介情報、こんな情報ないかニーズ情報


インターネット・ホームページで情報発信


体制		幹事で幹事会構成。代表と副代表。


事務局つくる。都会側と地元側の協働事務局。事務局長、副事務局長。


発足時は、現行「実行委員会」を幹事会へ移行。会員募集。


発足		本交流事業終了時に体制移行、設立、会員募集。





連携団体	法人格が必要な事業は、東栄町、ボランタリーネイバーズが受け持つ。





背景


山村の維持は、国土の保全や環境対策のために必至の課題であるが、戦後日本は農山村（農的社会）を犠牲にして都会を作ってきた。山村や山林の荒廃は激しく都会からの協働が必要で、その効果的なマッティングや継続的な交流システムの開発が必要とされている。


趣旨


山村と都市の協働・共生の関係づくり、それが継続的に成り立つための信頼関係や一体感づくりを行い、人と人、心と心の交流や経済的裏づけづくりに寄与する。


都会（人）が関心を寄せる文化・健康・自然・コミュニティといったテーマを取り上げ、山村の資源を総合的に活用し、全国の山村活性化のモデルとなるような山村と都市のマッティングプログラムの開発に寄与する。


山村には、都会人が無くしたり忘れた大事な日本の自然や伝統文化、知恵があり、都会がこれから地域コミュニティを再生していくにあたり学ぶべき積極的な価値がある。それを発見開発し学びあうことにより山村と都会を貫く地域活性化を実現し、双方の「ニューライフ」が生まれることに寄与する。


「ツーリヅム（観光）」と「定住」、その「中間的なプログラム」を開発し、都会（人）の参加可能なプログラムをつくることに寄与する。


トヨタ自動車、中部電力といった日本有数の企業を含め、行政、企業、大学、ＮＰＯの協働体制により、山村の地域ネットワーク、都会のネットワーク、山村と都会の協働ネットワークを作りあげることに寄与する。








・現地へバスで移動し、森林組合の坂口さんや山主さんなどご指導いただく地元のみなさんとご挨拶しました。㊧


・間伐体験が始めての方も多く、ヘルメットや鋸を身につけて少し緊張ぎみでした。㊨





・森林組合の若い方は、10年前に就職で千葉から来た芦沢さん。手製の背負子でした。㊧


・道路から現地までは、沢沿いに植林地が続く。道沿いは石垣を積んで田畑だったところばかり。㊨





・現地に着いて早速、間伐の方法や注意事項を聞きました。山仕事は思ったより危険がたくさんあります。㊧


・数人の班に分かれて、早速作業開始。二人一組で共同作業です。㊨





・女性の参加者も一所懸命にノコギリで切ります。(中)


・間伐の後で、リース作りに使う藤蔓などの材料を採りました。間伐現場の密生した暗い森より、明るい森に多くあるようです。㊨


・間伐現場にはタラノキやクロモジも生え、都会の人には嬉しい体験でした。㊧





・昼休みはみんなでお弁当を囲み、話しが弾みます。㊧(中)


・岐阜県下呂市から駆けつけた中川さんがランチレクチャーで森林や木材の話をしてくれました。㊨





・プレンナーはカンナ掛けした木材のこと。丁寧な設計図と材料をご用意いただき、地元NPOの方々にご指導いただきました。上㊧


・間伐材といってもシッカリした木材で、参加者も真剣に取組みました。上㊨


・出来上がったプランター作品とリース作品。(下)





・昨日の間伐体験で採取した藤蔓や山の自然素材を使ってリースづくりを体験しました。


・指導いただいたのは、地元NPOながさとグループの方々です。㊧


・参加者自身が驚くほど素敵なリースに仕上がりました。㊨








・慣れない手つきの男性陣





・子供たちも参加





・会場の様子





・こんな芋が


　こんにゃくになる





・会場の飾りつけの手伝い。たくさんの飾りを天井につけます㊧





・当日の寄進者名を会場に張り出す。2百人を優に超える㊨





・花祭は厳かな神事から始まる





・日比野中学の生徒も舞いに参加





・都会側参加者も一力舞に参加





・夜が明けるころ「湯ばやし」で


　舞手が外庭まで追って湯をかける





・祭りも最高潮になるころ


　ついに「榊鬼」が登場





・湯ばやしが終り、最後の鬼


「茂吉鬼」の登場





・片付けも終り、地元の方々と


　最後の交流をする参加者たち





≪企画の打合せ・交流・ワークショップ・協働プログラム開発≫


≪都会側≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪山村側≫


都会（自然・農・健康・コミュニティ再生）　　　　【ニーズ】　　　　　　山村（山林保全・労働力・産業）


　都会（人・団塊世代／金／情報）　　　　　　【資　源】　　　　　　　山村（廃校舎／自然／文化／人の知恵）


ＮＰＯ／企業／大学／行政　　　　　　　　　【主　体】　　　　　　　行政／地区／住民　　　　　





≪コーディネート＝実行委員会≫


行政・企業・大学・ＮＰＯの協働


事務局（ボランタリーネイバーズ・東栄町）





都会側





山村側





　　　　　≪プログラム開発・受入体制≫


・行政：東栄町


・その他：花祭り保存会、森林組合、東栄病院、区（町内会）、ＮＰＯ





≪生徒募集≫


・企業：トヨタ系企業（社会貢献部署）、㈱中部電力、ほか


・大学：愛知大学、愛知教育大学


・ＮＰＯ：ボランタリーネイバーズ､ほか


・行政：愛知県、姉妹都市、ほか


・その他：マスコミ活用








ニューライフ教室





山村の文化･伝統芸能「花祭り」教室


（文化等ソフト的資源がテーマ）


1泊2日×3回


座学講座


「東栄町の歴史・沿革」「花祭りの歴史・概要」　・・。　


実習講座（笛・踊り）


体験講座（花祭り参加）





「山と健康」教室


（自然等ハード的資源がテーマ）


1泊2日×3回


座学講座


「山の生活・文化」「森林の健康効果」・・。


実習講座


木工／森林浴／山歩き／調理


③　体験講座（花祭り参加）








≪総括交流会・ワークショップ≫


反省と教訓、事業化・継続化方策の検討、全国化への提言











≪成果と今後の展望≫


山村と都市協働の研修カリキュラム・プログラムモデルが開発される。


山村にこのカリキュラム・プログラムを運営するネットワーク・体制が出来る。


都市側に山村に関心を持つ人々を集める仕組み・ネットワークが出来る。


山村と都市をつなぐ仕組み・ネットワーク・情報網が出来、継続的交流が始まる。


山村のコミュニティが活性化される


都会のコミュニティ再生に





③





②





①





①





③





②





4月





実行委員会③


　3月21日





実行委員会②


　2月　　17日・23日








実行委員会①


11月25日





2月





交流研修講座「ニューライフ教室





企画を決定し生徒募集する。








「山と健康」教室


1泊2日×3回











1月





3月





　　12月





事業報告書の作成、ワークショップのまとめ・事業化検討・提言整理








伝統芸能「花祭り」教室　1泊2日×3回
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